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食品薬品部
○アイヌ民族の伝承有用植物II　一食用植物編2一
　姉帯正樹
　薬用植物研究，26（2），33－41（2003）
　アイヌ民族が伝統的に食用としたヒメザゼンソウ，オオウバユリ，エゾエンゴサクなど17種の植物について，そのア
　イヌ語名，利用部位，利用法を簡単に紹介し，さらに，現在の一般的な利用法，試食評なども付記した．
○アイヌ民族の伝承有用植物m　一食用植物編3一
　姉帯正樹
　薬用植物研究，27（1），12－20（2004）
　アイヌ民族が伝統的に食用とした野生植物のうち，主に地上部を利用したアマニュウ，面面ハナウド，シャク，アザミ
　類など22種について，アイヌ語名，利用部位，利用法，現在の一般的な利用法などを簡単に紹介した．
○アイヌ民族の伝承有用植物IV　一食用植物編4一
　姉帯正樹
　薬用植物研究，27（1），34－43（2004）
　アイヌ民族が伝統的に食用とした野生植物のうち，主に地下部を利用したイケマなど15種，果実・種子を利用したキ
　イチゴ類，アワなど15種，樹液を利用したイタヤカエデについて，その利用法などを紹介した．
微生物部
○免疫不全状態にある患児における抗生剤の使い方について
　岡野素彦
　赤塚順一，小佐野満，河野三郎，白木和夫，前川喜平，三河春樹編，小児科診療Questions＆Answers追録第38号，
　六法出版社，名古屋，2004，pp．158－161
　免疫不全状態では，ウイルス・真菌・細菌・寄生虫などの日和見感染症の発症頻度が高い．本稿ではこのことに関し概
　説し，主な対処法について言及した．
○慢性活動性EBウイルス感染症（CAEBV）の診断指針
　岡野素彦
　ヘルペス感染症研究会編第10回ヘルペス感染症フォーラム，McCann　Healthcare　Publishing，東京，2004，　pp．
　80－81
　慢性活動性EBウイルス感染症は，　EBウイルス感染に起因する予後不良の疾患である．いわゆる本症に対する診断指
　針を全国多施設の諸先生と共同して報告した．
OEBウイルス関連疾患の診断と治療法
　茂田士郎1〕，河　敬世2），岡野素彦
　ヘルペス感染症研究会編，第10回ヘルペス感染症フォーラム，McCann　Healthcare　Publishing，東京，2004，　p．89
　EBウイルス関連疾患のうち，　NK／T細胞リンパ増殖性疾患，慢性活動性EBウイルス感染症を中心にその診断，治療
　法などを中心に概説した．
　L福島県立医科大学，2〕大阪府立母子センター
生物科学部
○アニサキス症
　八木欣平
　木村　哲，喜：田　面出，人皆共通感染症，医薬ジャーナル社，大阪，2004，pp．352－354
　人獣共通寄生虫症であるアニサキス症について，その定義，概要，病因，動物およびヒトの感染症という項目で解説を
　行った．
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